
 

クラス番号 321 
担当教員名 伊藤大介 

他専修学生受入上限人数 1 名 

テーマ 
高齢者の暮らしを支える地域包括ケア 

―誰もが安心して高齢期を迎えられる社会を目指して― 

ゼ ミ ナ ー ル 概 要 

●キーワード 

高齢者福祉、ケアマネジメント、ヒューマンケア、援助要請、予防 

 

●目 的 

高齢者が生きがいを持って安心して暮らせるように、在宅・施設などフィールドを問わず、科学的根拠に基

づいて地域包括ケアを推進する社会福祉専門職を目指します。 

 

●考え方 

（１） 歳を重ねれば、誰でもやがて高齢者になります。高齢者が生きがいを持って安心して暮らせる社会

は、みんなの未来の安心がある社会と言えるのではないでしょうか。 

（２） 「支援に正解はない」と言われることもありますが、最適解はあるはずです。研究結果を読み解い

て実践に活用することで、良い結果になる可能性を高めることはできます。 

（３） 生活課題の解決だけでなく、発生や深刻化の予防も重要です。例えば、個人や地域に働きかけて、「助

けて」を言いやすくする取り組みなどです。 

 

●授業計画 

全 般：３年次冒頭にゼミ生で話し合って活動内容を決めます。フィールドワーク、ゲスト講師の招聘、そ

の他の学習について、いつ、何に、どのように取り組むかアイデアを出し合って考えます。どのよ

うなゼミになるかは、ゼミ生のみなさん次第です。話し合って決めた活動と並行して、卒論の執筆

を以下の流れ（３年次・４年次）で進めます。 

３年次：先行研究のレビューと研究方法に関する学習に取り組み、卒論の研究計画を作成します。 

４年次：卒論の調査と執筆に取り組みます。ゼミ内で進捗状況を報告し、他のゼミ生とアイデアを交換しな

がら、より充実した卒論を目指します。 

担当教員からのメッセージ 

●自己紹介 

大学教員になる前は、地域包括支援センター、社会福祉協議会、高齢者施設で働いていました。社会福祉士、

介護福祉士、介護支援専門員（ケアマネジャー）の資格を持っています。「高齢者福祉は未来のしあわせを

つくる仕事」でもあると思って取り組んでいます。 

 

●エントリーシート 

本ゼミで何を学びたいかを書いてください。 

 

●その他 

 ソーシャルワーク実習を履修する学生を前提とした構成になっています。分野は問いませんが、卒業後に社

会福祉実践に携わりたいと考えている学生に適したゼミです。 


